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個人の曜好を反映可能なオンラインレシピ検索システムの設計
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Webアプリケーションの形でネットワーク上に提供される各種データベースアプリケー

ションの効果的な利用のために、料理データベースによるレシビ検索を例に取り、個人の

噌好を反映可能なオンラインレシピ検索システムの設計を行う oこれは、我々の提案する

媒介変数を用いた噌好分析により個人の噌好を検索結果に反映する手法に基づき、ネット

ワーク上のオンラインレシピ検索システムにおいて料理の味に関する特徴をワインの種別

により表現し、これを媒介変数として利用者の味に関する噌好を推測することで、レシピ

検索の結果に利用者の噌好を反映させ、提示するものであるo これにより、検索の結果得

られた大量の料理リストの中から、好みの料理のレシビを容易に選択し、取得することが

可能となる。
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In order to utilize sorne web based dabase applications， we design an online recipe retrieval 
systern， which reflects individual preferences，錨釦example.Based on a kansei retrieva1 

method， we are proposing， that analyzes individua1 preferences of users and reflects them 
on query result of a database with mediation variables， this sysもemclassifies different 

cuisine by types of wine， ana1yzes users' tastes with types of wine ωmediation variables， 
and reflects analyzed tastes on query result of receipe. With this system， we could select 
a favorite cuisine frorn the amount of cuisine list and get its receipe easily. 

1 はじめに

近年のコンピュータ技術、ネットワーク技術の発

展に伴い、コンビュータネットワークが一般の利用

者にも急速に普及しつつある。このコンピュータ

ネットワーク上では、 Web上の単純なリンクによ

るデータ共有だけでなく、なんらかのアプリケー

ションを Webブラウザを介して利用する、いわゆ

る¥Vebアプリケーションの1っとして、データベー

スと連携し、文書データやマルチメディアデータな

どの様々な電子化情報を提供するデータベースアプ

リケーションが構築されている。これにより、大規

模なデータベースにより提供される大量のデータ

を一般の利用者が容易に取得し、利用可能となって

いる。

しかしながら.、この様な Webアプリケーション

としてのデータベースアプリケーションにより、個

人が大量のデータを利用できるようになった反面、

一般の利用者が、大量に提供されるデータの中から

目的とするデータを取得することは容易ではない。
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特に、明示的な語句による個々のデータの特徴付け

が困難なデータベースの利用において、目的とす

るデータを特定することは難しく、そのための効率

的、効果的な検索技術が必要とされるo

そこで本稿では、料理のレシピ検索を例にとり、

我々が提案する、媒介変数を用いた噌好分析による

利用者の感性や噌好を反映可能な検索手法に基づ

き、 Web上のデータベースアプリケーションの 1

っとして個人の晴好を反映可能なオンラインレシピ

検索システムを設計、実装する o

2 個人の晴好を反映した検索

本章では、個人の晴好を反映可能な既存の検索手

法を挙げ、その問題点を指摘するとともに、我々の

提案する媒介変数を用いた噌好分析による検索手法

について述べるc

2.1 個人の晴好を反映可能な既存の検索

手法

大量のデータベースから目的のデータを効率的に

取得するための手法として、データの利用目的や個

人の晴好、感性に基づき、これを検索結呆に反映さ

せる検索手法は多い。

一般に感性検索と呼ばれる検索手法では、予め

個々のデータの特徴を何らかの感性語句により表現

し、これを検索のためのインデックスとして提供す

る[l][2J悶[9][12J。これにより、目的とするデータに

対して利用者が抱く印象に基づきデータを検索する

ことが可能となる。これらの感性検索では、予め特

徴を示す語句となり得る感性語句を特定し、また、

アンケート調査やデータの周波数解析など、何らか

の方法でデータの特徴を分析し、想定された感性語

句との対応付けを行う必要があるo

Webアプリケーションとして提供されるデータ

ペースアプリケーションの場合、その利用の容易性

により各利用者の利用履歴が得やすいという利点

がある。そこで、利用者のデータベースの利用履歴

から個人の噌好を推測し、これをデータのクラス

タリングや検索結果の提示に利用する手法がある

[司[6][7Joこれにより、検索結果の提示における各

個人の晴好を反映した絞り込みや順序付け、関連性

の高いデータの提示が可能となり、利用者は効率的

に目的とするデータを取得することができる。

また我々は、これまで、複雑で唆味な特徴を持つ

マルチメディアデータベースに対し、利用履歴をも

とに検索のためのインデックスを半自動生成する手

法を提案し、これによる検索システムの設計、実装

を行ってきた{3][4][1句。これは、データベースの利

用履歴から個人の噌好を分析し、これをもとに、予

め想定した感性語句等に関するデータの特徴を推測

し、インデックスを生成するものである o これによ

り、データベース構築時には判っていなかったよう

な、個々のデータの潜在的な特徴を推測し、これを

検索に利用することが可能となり、複雑で唆味な特

徴を持つデータの中から目的とするデータの発見が

容易となる o

しかし、これら利用履歴を利用する検索手法で

も、データの特徴を示す語句となり得る語句、例え

ば印象を示す感性語句やデータに含まれている語句

←などを特定できる必要があるo

これに対し、明示的な語句により特徴を示すこと

が困難なデータも多い。例えば、料理に関するデー

タベースでは、検索対象となるデータである個々の

料理の特徴と Lて、その料理に使用する“食材"、"

調理法"、さらに出来上がった料理の“味"などを考

えることが出来るo このとき、食材や調理法といっ

た特徴は、明示的な語句の組合せにより表現可能で

あるが、味を示す語句は、個人や文化によってその

使用方法に大きく差がある上、料理そのものや、用

いる食材によっても意味が異なる可能性が大きく、

これにより味の特徴を一意に示すことが難しい。

このような料理の味を表す語句のように検索対象

の特徴を示す語句の意味が複雑であったり、またそ

の意味が暖昧でデータにより相違が大きく、一意に

定めることが困難なデータペースに対し、単純にこ

れらの語句を用いてデータの特徴を表現し、既存の

検索手法を適用すると、その複雑性、暖昧性のため

に、利用者が意図しない検索結果を得る可能性が生

じてしまい、そのままでは効率的な検索を行うこと

は困難であるo

2.2 媒介変数による噌好分析

我々はこれまで、明示的な語句による特徴付けが

困難なデータベースの効率的な検索のために、デー
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タベースの利用履歴から媒介変数による晴好分析を

行い、個人の噌好を検索結果に反映する手法を提案

してきた [13]0

これは、検索対象の特徴を語句により表現する代

わりに、検索対象の持つ特徴との関係が深く、かっ

その種別をほぼ一意に特定可能な別のデータによ

り検索対象を分類することにより、その特徴を表現

し、これを媒介変数として個人の噌好分析を行い、

その分析結果を検索結果の評価関数として利用す

るものであるo これにより、料理における味のよう

に、特徴を示す語句があってもその意味が複雑で唆

昧なため一意に決まらない場合など、明示的な詩句

による特徴付けが困難なデータベースの検索におい

て、その検索結果に個人の噌好を反映させることが

でき、目的のデータの容易な選択が可能となる。

例えば、検索対象が料理の場合、その味に関する

個人の噌好を分析するために、ワインの種別を媒

介変数として利用することができるo ワインは、地

域、気候、製法などによって渋味、ボリューム感、

甘味、酸味等が異なり、様々な種別に分類すること

ができるoまた、食事とともに日常的に飲まれる酒

であるため、料理の味との関係が深く、渡る料理の

幅も広い上、ワインの各種別によって合う料理の対

応関係が広く知られている。そのため、料理データ

ベースの利用履歴から、ワインの種別を媒介変数と

して各利用者の噌好を推測することが出来る。

簡単な例として、料理データベースの検索結果と

して得られた料理の中から魚料理を頻繁に選択し

た利用者がいたとする。魚料理は白ワインとの相

性が良いため、利用履歴に基づく噌好分析の結果と

して、この利用者は白ワインとの相性が良い料理が

好みであると推測することができるo この時、鶏肉

料理は、他の肉料理が赤ワインとの相性が良いのに

対し、白ワインとの相性が良いことが判っている。

そのため、魚料理が好みであると推測される利用者

は、鶏肉料理もまた好みであろうと推測することが

できるo この媒介変数による晴好分析結果を検索時

の評価関数として利用することで、何らかの検索の

結果として何種類かの肉料理が得られた際にーその

利用者には鶏肉料理を優先的に提示することが可能

となる。

この様に、媒介変数を用いた噌好分析により、明

示的な語句による特徴付けが困難なデータベースの

検索において個人の曙好を反映することが可能とな

り、その結果、大量に得られた検索結果の中から目

的のデータを効率的に取得することができる。

3 個人の曙好を反映可能なオンラ

インレシピ検索システム

本章では、我々の提案する媒介変数を用いた晴好

分析手法に基づき、個人の噌好を反映可能なオンラ

インレシピ検索システムを Webアプリケーション

として設計、実装する。

3.1 オンラインレシピ検索システムにお

ける個人の晴好の反映

本システムは、食材を検索キーとして料理の検索

を行い、得られた料理名リストのなからか料理を選

択すると、そのレシピを参照することができる。こ

のとき、料理名リストを表 1に示す 5種類の方法

の中から利用者が選択した方法で並べ替えを行い、

提示する機能を提供する。

表 1:料理名リストの並べ替え方法

1)入力された食材を利用できる種類が多い順

2)入力された食材以外に加えなければならな

い食材が少ない順

3) 出来上がった料理のカロリーが低い順

4)食材にかかる金額の合計が安い順

5)利用者個人の好みに応じた順

利用者の好みに応じた順序で検索結果を提示す

るために、本システムでは、ワインの種別を媒介変

数として利用者の好みの分析を行い、これを検索結

果の評価関数として利用する。そのために先ず、予

め、ワインを渋みやボリューム感等の特徴に基づき

分類し、その種別毎に対応する料理を定義する。例

えば赤ワインは、渋味およびボリューム感に応じて

16種類に大別することができ(図 1)、種別Aと相

性の良い料理として、“牛肉のたたき"、“こんにゃ

くの芥子妙め"、“麻婆豆腐"、“まぐろの造り"、“焼

きなす"などを定義することが出来る。これにより、

ワインを料理の昧に関する特徴を示すための媒介変

数として利用可能となるo
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図2:赤ワインの種別に対するポイントの加算例

astnngency 

図 1:赤ワインのタイプによる分類

めに、我々は、そのシステムアーキテクチャを図3

に示す形で設計した。

本システムは、レシピ検索機能を提供するサーパ

と、これを利用するためのユーザインタフェースを

提供するクライアントから構成される。サーバは、

Webサーバ上に構築されレシビ検索機能を提供す

るサーチエンジンと これに接続された DBMS上

に構築されるデータペースからなる。

サーチエンジンは ユーザ管理機構、ユーザ噌好

分析機構、検索結果評価機構の 3つの機構からな

るoユーザ管理機構は、クライアントを介して利

用者とのインタラクションを行い、各利用者を特定

するためのユーザ認証や、検索要求に応じたレシ

ピデータベースの検索、およびその結果の提示を

行う cユーザ噌好分析機構は、利用者の利用履歴か

ら、各利用者毎の噌好を分析、記録する c検索結果

評価機構は、コストやカロリー、分析された利用者
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図 3:システムアーキテクチャ

c・・nl次に、ある利用者が、検索結果として得られた料

理名のリストの中からレシピを参照するために特定

の料理を選択した際に、その利用者毎に、選択され

た料理が対応するワインの種別に対してポイントを

加算する。これを繰り返すことにより、個々の利用

者の晴好の違いにより、ワインの種別毎のポイント

に偏りが生じる事が予想される。その結果、ポイン

トが高いワインの種別に適合する料理が、その利用

者が好む料理であると推測する事が出来きる。従っ

て、このポイントに応じて、検索結果の料理名リス

トを並べ替えることにより、利用者の好みの順に料

理名リストを提示することが可能となる。

例えば、ある利用者が本システムの利用を繰り返

した結果、図2に示すような形でポイントが加算さ

れたとする。ここでは、種別Gのポイントが最も高

く、次いでF、H…の順にポイントが高い。また、

A、I、M、N、Pにはポイントがない。その結果、

この利用者は、ボリューム感が控え目で渋みがほど

ほどある赤ワインの種別である Gと相性の良い料

理、例えば“牛肉の醤油焼き"や“ハンパーグ"な

どの料理が好みであると推測することができ、これ

らGに対応する料理を最も上位に提示し、次いで

F、H…に対応する料理を提示し、 AやI等の種別

に対応する料理は最下位に提示することができる。

システムアーキテクチャ

個人の晴好を反映可能なオンラインレシピ検索シ

ステムを Webアプリケーションとして実装するた

3.2 
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図 4:レシピ検索システムの実行例

の晴好などに基づき、検索結果として得られた料理

名リストの並べ替えを行うo

またデータベースには、具体的な料理名と必要な

食材など、各料理のレシピに関するデータに加え、

料理とワインとの対応関係、および分析結果として

得られるワインを媒介変数として表現された利用

者毎の噌好を格納し、これを DBMSを介して提供

する。

3.3 実装

以上の設計に基づき、今回、レシピ検索システム

をUNIXワークステーション上に実装し(表2)、文

献 [11]に基づき、データを登録した(表3)。

実装されたシステムの実行例を図4に示す。利用

者が本システムを繰り返し利用した後に、 Webブ

ラウザから複数の食材名を入力し、検索結果の順序

付け方法として利用者の好みに応じた順を指定し

(図4(a))、検索要求を行った結果、その利用者が過

去に選択した料理に対応する回数が多いワインの種

別に対応した順序で料理の一覧が提示されているこ

とが確認された(図4(b))。

表 2:レシピ検索システムの実装環境

OS: Solaris 2.7 

DBMS: PostgreSQL 7.0.2 

Webサーバ Apache1.3.12 

記述言語 PHP3.0.15・i18nサa

表 3:レシピ検索システムの実験データ

料理 100件

赤ワイン 16種別

自ワイン 18種別
ワイン 、

ロゼワイン 6種別

スパークリングワイン 4種別

4 おわりに

本稿では、 Webアプリケーションとして提供さ

れるデータベースアプリケーションの効果的な利用

を目的として、料理データベースを例に取り、個人

の晴好を反映可能なオンラインレシピ検索システム

を設計した。

これは、我々が提案する媒介変数を用いた利用者

の晴好分析手法に基づき、料理の味と関連の深いワ
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インの種別を媒介変数として各利用者の味に関する

噌好を分析し、これを検索結果の提示に利用するも

のである。データベースの利用履歴から、各利用者

が過去に選択した料理に対応するワインの種別に対

しポイントを加算することで、その利用者個人の晴

好を分析し、これを検索時の評価関数として利用す

る。これにより、各利用者の味に関する噌好をレシ

ピ検索の結果に反映させる。

今回、本システムを Webサーバ上のサーチエン

ジン、およびDBMSを用いた形で設計を行い、そ

の実験システムを UNIXワークステーション上に

実装した。実装されたシステムによりレシピ検索を

rrった結果、本システムの利用を繰り返すことによ
り、その利用履歴を基に検索結果として得られる料

理名リストの順序付けを行うことが可能であること

が確認された。

すなわち、特徴を示す語句の意味が複雑で暖昧で

あるなど、明示的な語句による特徴付けが難しい

データベースの検索において、我々の提案する媒介

変数を用いた噌好分析手法により、検索結果の提示

に利用者の感性や噌好を反映し、得られた大量の

データの中から目的とするデータを効率的に選択、

取得することが可能となり、 Webアプリケーショ

ンとして提供される多様なデータベースアプリケー

ションの効果的な利用が可能となるといえる o

しかしながら、我々の提案する媒介変数による晴

好分析では、関連の深い別のデータにより検索対象

となるデータの特徴表現を行うが、検索対象と媒介

変数の聞に、必ずしも 1対 1の関係を定義できる

とは限らなし、c例えば、ある料理は、 2種類以上の

ワインとの相性が良いことが知られているo また逆

に、ワインは、和食との相性があまり良くないこと

も知られている。そのため、より広範囲な検索対象

に対応可能な晴好分析を行うためには、他の媒介変

数、例えば和食に対する日本酒などを加え、複数の

媒介変数を組み合わせた手法等を検討する必要が

あるo

今後、これらの問題を解決する、より効果的な検

索手法を検討するとともに、本システムにより利用

者の晴好を正しく分析し、検索結果に反映できてい

るかどうかの検証を行っていく予定である o
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